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(57)【要約】
【課題】内視鏡の組立て時に信号ケーブルに捩れが残留
することを防止すること。
【解決手段】信号ケーブル２６の外被チューブの周面に
、軸方向に延びる直線状のマーク３０を設ける。内視鏡
の組立て時に、マーク３０を確認しながら信号ケーブル
２６に捩れが生じないようにして、信号ケーブル２６の
先端を撮像ユニット１６の回路基板２４に半田付けする
工程、信号ケーブル２６を挿入部などに挿通する工程、
信号ケーブル２６の後端をコネクタ１４のコネクタ基板
３１に半田付けする工程を行う。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部の内部に挿通されるとともに、前記挿入部の先端部に設け
られた撮像部に接続されて信号を伝送する複数の信号線及びこれらの信号線を覆う外被か
ら構成される電子内視鏡用信号ケーブルにおいて、
　前記外被の周面に軸方向に延びる直線状のマークを設けたことを特徴とする電子内視鏡
用信号ケーブル。
【請求項２】
　前記直線状のマークは印刷によるものであることを特徴とする請求項１記載の電子内視
鏡用信号ケーブル。
【請求項３】
　前記直線状のマークは溝であることを特徴とする請求項１記載の電子内視鏡用信号ケー
ブル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入部の先端部に設けられた撮像部に接続されて信号を伝送する電子内視鏡
用信号ケーブルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野において電子内視鏡（以下、内視鏡）を利用した医療診断が盛んに行われてい
る。内視鏡は、患者の体腔内に挿入される細長の挿入部と、挿入部の基端部分に連設され
た操作部と、プロセッサ装置や光源装置に接続されるコードとを備えている。挿入部の先
端部には固体撮像素子を有する撮像ユニットが内蔵されており、先端部に設けられた観察
窓を介して取り込まれた体腔内の被観察部位の画像光は撮像ユニットに撮像されて画像信
号とされ、この画像信号は挿入部、操作部及びコードに挿通された信号ケーブルを介して
プロセッサ装置に伝送される。
【０００３】
　内視鏡の使用時には挿入部及びコードが様々な方向に曲げられたり捩じられたりするこ
とから、信号ケーブルも様々な方向に曲げられたり捩じられたりする。信号ケーブルはそ
の先端が撮像ユニットに半田付けされていて接続部分が強度的に強いものではないことか
ら、信号ケーブルが大きく捩じられると接続部分で断線することがあった。
【０００４】
　特許文献１には、コードに直線状のマークを設け、このマークを観察することによりコ
ードの捩れ状態を把握する技術が記載されている。捩れ状態が大きくならないように電子
内視鏡を操作することにより、信号ケーブルなどの内蔵物に大きな負荷がかかることを防
止することができる。
【特許文献１】特開平８－７１０３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、信号ケーブルはその一端（先端）は撮像ユニットに接続し、他端（後端）は
コードの端部に設けられたコネクタに接続しているが、内視鏡の組立て時において、信号
ケーブルを捩れた状態のまま気付かずに内視鏡に組み込んでしまう場合があった。この場
合には、内視鏡を繰り返し使用すると、信号ケーブルに残留した捩れが一番弱い部分に集
中して断線のおそれがあった。ここで、特許文献１記載の技術は、組立て後の内視鏡のコ
ードの捩れ状態を確認するための技術であり、組立て時の信号ケーブルの捩れに関する技
術ではない。
【０００６】
　本発明は、捩れを残留させることなく内視鏡に組み込むことができる電子内視鏡用信号
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ケーブルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、被検体内に挿入される挿入部の内部に挿通されるとともに、前記挿入部の先
端部に設けられた撮像部に接続されて信号を伝送する複数の信号線及びこれらの信号線を
覆う外被から構成される電子内視鏡用信号ケーブルに関し、前記外被の周面に軸方向に延
びる直線状のマークを設けたことを特徴とする。
【０００８】
　前記直線状のマークは印刷によるものであってもよいし、溝であってもよい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、外被の周面に直線状のマークを設けるので、信号ケーブルの捩れ状態
を確認しつつ信号ケーブルを内視鏡に組み込むことができる。これにより、信号ケーブル
に捩れが残留することがないから捩れに起因する断線が生じることを防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１に示すように、電子内視鏡（以下、内視鏡）１０は、患者の体腔内に挿入される挿
入部１１と、挿入部１１の基端部分に連設された操作部１２と、操作部１２から延ばされ
たコード１３とを備えている。コード１３の先端にはコネクタ１４が設けられており、コ
ネクタ１４が図示しないプロセッサ装置や光源装置に接続される。プロセッサ装置にはモ
ニタが接続されており、このモニタに内視鏡１０が撮像した被観察部位の画像信号が内視
鏡画像として表示される。また、光源装置の光源が発した照明光が内視鏡１０に供給され
る。
【００１１】
　挿入部１１の先端に連設された先端部１５には撮像ユニット（撮像部）１６が内蔵され
ている。また、先端部１５の後方には、複数の湾曲駒を連結した湾曲部１７が設けられて
いる。湾曲部１７は、操作部１２に設けられたアングルノブ１８が操作されて、挿入部１
１内に挿設されたワイヤが押し引きされることにより、上下左右方向に湾曲動作する。こ
れにより、先端部１５が体腔内の所望の方向に向けられる。
【００１２】
　操作部１２には処置具が挿通される鉗子口１９が設けられており、鉗子口１９は挿入部
１１内に設けられた鉗子チャンネルに接続されている。鉗子チャンネルは先端部１５の先
端面１５ａに設けられた鉗子出口に接続している。先端面１５ａには鉗子出口の他に、体
腔内の被観察部位の画像光を取り込むための観察窓２０（図２参照）、被観察部位に光源
装置からの照明光を照射するための照明窓、送気・送水ボタンを操作することにより観察
窓２０の汚れを落とすための洗浄水やエアーが噴射されるノズルが設けられている。
【００１３】
　図２に示すように、撮像ユニット１６は、観察窓２０から取り込まれた被観察部位の画
像光を結像する対物光学系２１、対物光学系２１を透過した画像光をＣＣＤイメージセン
サ（以下、ＣＣＤ）２２に導光するプリズム２３、ＣＣＤ２２が実装された回路基板２４
などを有する。対物光学系２１の光軸とＣＣＤ２２の撮像面とは平行な位置関係になって
いる。回路基板２４には、ＣＣＤ２２を駆動する駆動回路なども実装されており、また、
ＣＣＤ２２や駆動回路などに接続された複数の入出力端子２５が設けられている。
【００１４】
　内視鏡１０の内部には、挿入部１１、操作部１２、及びコード１３に挿通する信号ケー
ブル２６が設けられている。この信号ケーブル２６は、プロセッサ装置に備えられた撮像
制御部からの指示信号を撮像ユニット１６に伝送するとともに、撮像ユニット１６で得ら
れた画像信号をプロセッサ装置に伝送するなどの役割を果たす。
【００１５】
　図３に示すように、信号ケーブル２６は、複数の信号線２７と、これらの信号線２７を
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束ねた外周を覆ってシールドの役割を果たす金属製網管２８と、金属製網管２８を覆う電
気絶縁材料で形成された外被チューブ２９とから構成される。金属製網管２８及び外被チ
ューブ２９が外被を構成している。なお、複数の信号線２７を金属製網管２８で覆う替わ
りに金属箔テープを螺旋状に巻き付けてもよい。信号線２７は導体の周りを絶縁体で覆っ
た絶縁電線である。
【００１６】
　外被チューブ２９の外周面には外被チューブ２９の軸方向に直線状のマーク３０が印刷
されている。マーク３０は信号ケーブル２６に負荷がかからずに捩れが生じていないとき
に直線になる。マーク３０は信号ケーブル２６の捩れ状態を確認するためのものであり、
信号ケーブル２６を内視鏡１０に組み込むときに視認される。
【００１７】
　図２に戻って、信号ケーブル２６の一端（先端）は回路基板２４に接続され、他端（後
端）はコネクタ１４のコネクタ基板３１に接続される。信号ケーブル２６の一端において
は、回路基板２４の手前で外被が除去されて複数の信号線２７が露呈され、これらの信号
線２７の導体部分が複数の入出力端子２５にそれぞれ半田付けされている。また、信号ケ
ーブル２６の他端においては、信号ケーブル２６の一端と同様に、コネクタ基板３１の手
前で外被が除去されて複数の信号線２７が露呈され、これらの信号線２７の導体部分がコ
ネクタ基板３１に設けられた複数の入出力端子３２にそれぞれ半田付けされている。
【００１８】
　上記構成の内視鏡１０の組立て時における信号ケーブル２６の組み込み作業について説
明する。信号ケーブル２６の組み込み作業では、信号ケーブル２６の先端を回路基板２４
に半田付けする先端接続工程と、信号ケーブル２６を挿入部１１、操作部１２、及びコー
ド１３に挿通させる挿通工程と、信号ケーブル２６の後端をコネクタ基板３１に半田付け
する後端接続工程とが行われる。これらの工程の順序は任意でよいが、以下では先端接続
工程、挿通工程、後端接続工程の順に行う場合で説明する。
【００１９】
　先端接続工程では、マーク３０を確認して信号ケーブル２６に捩れがない状態にすると
ともに、撮像ユニット１６を信号ケーブル２６に対して規定の姿勢にし、この状態で信号
ケーブル２６の先端から露呈する複数の信号線２７を回路基板２４の複数の入出力端子２
５にそれぞれ半田付けする。これにより、信号ケーブル２６と撮像ユニット１６とが互い
に規定の姿勢関係になる。
【００２０】
　挿通工程では、マーク３０を確認しながら信号ケーブル２６に捩れが生じないようにし
て、信号ケーブル２６の後端を挿入部１１、操作部１２、及びコード１３に挿通する。
【００２１】
　後端接続工程では、マーク３０を確認して信号ケーブル２６に捩れがない状態にすると
ともに、コネクタ基板３１を信号ケーブル２６に対して規定の姿勢にし、この状態で信号
ケーブル２６の後端から露呈する複数の信号線２７をコネクタ基板３１の複数の入出力端
子３２にそれぞれ半田付けする。これにより、信号ケーブル２６をコネクタ基板３１とが
互いに規定の姿勢関係になる。
【００２２】
　撮像ユニット１６及びコネクタ基板３１は内視鏡１０の規定の位置に固定し、これによ
り、信号ケーブル２６に捩れを残留させずに、信号ケーブル２６を内視鏡１０に組み込む
ことができる。
【００２３】
　なお、上記実施形態では、信号ケーブル２６に設けたマークは印刷によるものであった
が、図４に示すように外被チューブ２９の周面に形成した溝１００をマークとしてもよい
。また、外被チューブ２９の周面に形成した凸条をマークとしてもよい。これらの場合に
はマークが容易に消えることがない。
【００２４】
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　上記実施形態のマーク３０は、外被チューブ２９の周面とは異なる色に着色して目立た
せることが好ましい。マークは、１本だけでなく複数本設けてもよい。本発明の信号ケー
ブルは、医療用の電子内視鏡だけでなく工業用のものにも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】内視鏡の外観図である。
【図２】内視鏡に組み込まれた信号ケーブルを示す図である。
【図３】信号ケーブルを示す図である。
【図４】溝をマークとした別実施形態の信号ケーブルを示す図である。
【符号の説明】
【００２６】
　１０　電子内視鏡
　１１　挿入部
　１５　先端部
　２６　信号ケーブル
　２７　信号線
　２８　金属製網管
　２９　外被チューブ
　３０　マーク

【図１】 【図２】
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